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３
月
に
最
大
で
震
度
６

強
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
６
・
９
の
能
登
半
島

地
震
、
４
月
に
は
最
大
で
震

度
５
強
、
Ｍ
５
・
４
の
三
重

県
中
部
地
震
と
、
今
年
も
大

き
な
地
震
が
続
発
し
て
い

る
。
耐
震
偽
装
事
件
に
よ
っ

て
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
耐
震

性
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ

て
い
る
。

　

建
築
基
準
法
で
は
、
震
度

５
強
で
建
物
が
損
壊
せ
ず
、

震
度
６
で
建
物
が
一
部
損
壊

に
と
ど
ま
る
耐
震
性
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

地
震
被
害
例
か
ら
、
地
盤
が

安
定
し
て
い
れ
ば
基
準
法
を

満
た
す
建
物
で
大
き
な
被
害

は
発
生
し
て
い
な
い
と
さ
れ

る
。

　

で
は
な
ぜ
い
ま
、
制
震
、

免
震
工
法
に
注
目
が
集
ま
る

の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
消
費

者
の
不
安
心
理
が
あ
る
。
地

震
被
災
地
や
関
東
・
東
海
地

方
の
よ
う
な
大
地
震
が
想
定

さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
で

き
る
限
り
の
地
震
対
策
を
施

し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
消

費
者
が
多
い
。

　

次
に
家
財
道
具
の
被
害
を

抑
え
る
こ
と
。
建
物
に
被
害

が
な
く
て
も
、
家
具
類
の
転

倒
や
食
器
の
割
れ
な
ど
に
よ

っ
て
、
室
内
で
二
次
災
害
が

起
き
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
揺
れ
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
こ
と
で
こ
れ
ら
室
内
の

被
害
を
減
ら
し
二
次
災
害
の

発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。

　

第
三
に
余
震
対
策
が
挙
げ

ら
れ
る
。
震
度
６
ク
ラ
ス
の

大
地
震
後
に
は
震
度
５
ク
ラ

ス
の
強
烈
な
余
震
が
何
回
も

く
る
こ
と
が
あ
り
、
軽
微
だ

っ
た
被
害
が
拡
大
し
て
さ
ら

に
住
む
た
め
の
補
修
費
用
が

か
さ
む
可
能
性
も
あ
る
。
制

震
、
免
震
工
法
は
揺
れ
を
抑

え
る
こ
と
で
余
震
被
害
を
抑

制
す
る
効
果
が
あ
る
。

　

耐
震
と
は
、
強
大
な
地
震

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
耐
え
る
技
術

だ
が
、
家
財
道
具
の
損
壊
や

見
逃
せ
な
い
。
今
年
か
ら
は

オ
プ
シ
ョ
ン
工
法
と
し
て
制

震
工
法
を
加
え
る
地
場
の
住

宅
会
社
も
出
て
き
て
お
り
、

商
品
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
と
し

て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

道
内
で
先
鞭
を
切
っ
た
の

は
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
北
海
道

で
、「
Ｍ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
（
エ
ム
ジ

オ
）」
と
い
う
幅
３
尺
×
高

さ
９
尺
の
制
震
ダ
ン
パ
ー
内

蔵
木
質
パ
ネ
ル
を
全
商
品
に

オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
し
て
い

る
。
今
年
に
入
っ
て
積
水
ハ

ウ
ス
が
「
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｑ
Ａ
Ｓ

（
シ
ー
カ
ス
）」
と
呼
ば
れ

る
制
震
ダ
ン
パ
ー
を
新
商
品

や
高
価
格
商
品
に
標
準
装
備

し
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
も
企

画
住
宅
「
Ｘ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
（
ジ
ー

ヴ
ォ
）」
に
制
震
パ
ネ
ル
を

オ
プ
シ
ョ
ン
設
定
し
た
。

　

各
社
の
訴
求
ポ
イ
ン
ト
を

見
て
み
る
と
、
耐
震
性
能
は

十
分
だ
が
、
制
震
構
造
に
す

る
こ
と
で
家
財
な
ど
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
北
海

道
の
「
Ｍ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
」
で
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
約
２

倍
の
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、

想
定
さ
れ
る
東
南
海
大
地
震

の
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

４
日
間
で
13
回
の
様
々
な
大

地
震
の
揺
れ
を
実
大
振
動
実

験
で
加
え
て
み
た
が
、
建
物

躯
体
は
無
傷
で
ク
ロ
ス
の
破

れ
も
な
か
っ
た
と
Ｐ
Ｒ
し
て

震
・
免
震
工
法
に
つ
い
て
各

メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
紹
介
す

る
。

制
震･

免
震
特
集

耐
震
以
上
�〝
安
心
感
〞

「
倒
れ
な
い
」か
ら「
補
修
も
不
要
」へ

今
�
�
制
震･
免
震
�

顧
客
�
�
�
�
応
�
�
�
�
�
�

写真上…能登半島地震の被
害を示す一コマ。強烈な揺
れで建物が斜めに変形して
いる。このエネルギーを和
らげてダメージを最小限に
抑えるのが制震・免震工法
だ
写真下…度重なる余震でこ
のような「危険」判定を受け
ることもあり得る。現行の
建築基準法では、連続して
加えられた地震のダメージ
までは考慮に入っていない
（写真上･下の２点武部建
設㈱･武部豊樹社長撮影）

道
内
�
�
採
用
�
動
�

大
手
�
社
�
�
�
�
�
�
設
定

　

北
海
道
で
は
、
道
東
を
中

心
に
震
度
６
ク
ラ
ス
の
地
震

が
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
地
震
の
揺
れ
で
新
し
い

住
宅
が
倒
壊
も
し
く
は
半
壊

し
た
事
例
は
少
な
い
。
こ
れ

は
、
凍
結
対
策
で
基
礎
が
深

い
こ
と
、
南
面
の
開
口
部
が

小
さ
い
た
め
壁
が
多
く
、
耐

力
壁
の
バ
ラ
ン
ス
が
比
較
的

よ
い
こ
と
、
古
い
建
物
が
少

な
い
こ
と
な
ど
が
理
由
と
さ

れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
最
近
は
南
面
に
大

き
な
開
口
部
を
と
る
家
や
、

狭
い
間
口
で
壁
が
少
な
い
家

も
増
え
て
お
り
、
さ
ら
に
浅

基
礎
工
法
に
よ
っ
て
構
造
的

に
は
本
州
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
家
も
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

が
差
別
化
の
１
つ
と
し
て
制

震
や
耐
震
技
術
を
Ｐ
Ｒ
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は

　

粘
弾
性
と
い
う
特
殊
な
性

質
を
持
つ
住
友
ス
リ
ー
エ
ム

㈱
製
「
Ｖ
Ｅ
Ｍ
」
制
震
ダ
ン

パ
ー
内
蔵
の
Ｇ
Ｖ
Ａ
金
物
を

使
っ
た
制
震
・
耐
震
工
法

で
、
㈱
ア
イ
エ
ム
エ
ー
が
販

売
す
る
。
Ｖ
Ｅ
Ｍ
は
ア
メ
リ

カ
の
超
高
層
ビ
ル
な
ど
40
年

以
上
の
採
用
実
績
が
あ
る
。

　

地
震
の
横
揺
れ
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
Ｇ
Ｖ
Ａ
金
物
内
部
に
あ

る
粘
弾
性
体
が
変
形
し
な
が

　

耐
震
・
制
震
・
免
震
と
聞

き
慣
れ
な
い
２
字
熟
語
が
並

ぶ
と
、
と
て
も
わ
か
り
に
く

内
外
装
の
損
傷
を
少
し
で
も

少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
地

震
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
を

小
さ
く
し
た
り
建
物
躯
体
に

伝
え
な
い
技
術
も
必
要
で
、

そ
れ
が
制
震
や
免
震
と
言
わ

れ
る
も
の
だ
。

制
震･

免
震
工
法
紹
介

い
。
こ
の
違
い
を
わ
か
り
や

す
く
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

　

耐
震
…
地
震
の
強
大
な
力

に
対
抗
で
き
る
強
固
な
構

造
。
外
壁
に
筋
か
い
を
入
れ

た
り
構
造
面
材
を
張
っ
て
構

造
躯
体
が
変
形
し
な
い
よ
う

に
対
抗
す
る
。
地
震
の
揺
れ

は
そ
の
ま
ま
住
宅
内
に
伝
わ

る
が
、
耐
震
性
が
し
っ
か
り

し
て
い
れ
ば
増
幅
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
住
宅
品
確
法
で

は
、
現
行
の
建
築
基
準
法
レ

ベ
ル
を
耐
震
等
級
１
と
し
て

評
価
し
、
最
高
の
等
級
３
は

等
級
１
の
１
・
５
倍
の
力
に

も
耐
え
ら
れ
る
住
宅
と
し
て

い
る
。

　

制
震
…
地
震
の
強
大
な
力

を
制
震
部
材
で
吸
収
し
て
弱

く
す
る
。
そ
の
た
め
の
装
置

が
制
震
ダ
ン
パ
ー
と
呼
ば
れ

る
。
自
動
車
の
速
度
を
上
げ

る
と
、
物
体
に
衝
突
し
た
と

き
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い

が
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
速

度
が
下
が
っ
て
い
る
と
ダ
メ

はやわかり

耐震･制震･免震

の違い

■
制
震

�
�
�
工
法

�
�
�
�
�
�

ら
吸
収
し
、
揺
れ
を
和
ら
げ

る
。
軸
組
の
変
形
が
一
定
以

上
の
強
烈
な
揺
れ
で
は
、
ダ

ン
パ
ー
は
固
定
（
ロ
ッ
ク
）

さ
れ
、
Ｇ
Ｖ
Ａ
金
物
自
体
が

耐
震
金
物
と
し
て
作
用
、
筋

か
い
と
共
同
で
地
震
の
揺
れ

に
対
抗
す
る
。

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
実

大
実
験
に
よ
る
と
、
震
度
６

相
当
の
揺
れ
を
与
え
た
と
き

の
試
験
体
の
変
形
量
は
、
通

常
の
筋
か
い
＋
Ｇ
Ｖ
Ａ
工
法

は
筋
か
い
の
み
に
比
べ
て
約

３
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
躯
体
の
ダ
メ

ー
ジ
が
小
さ
く
な
り
、
度
重

な
る
余
震
に
も
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

製
品
は
、
パ
ネ
ル
工
法
や

真
壁
構
造
の
和
室
や
ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
住
宅
に
も
使
え
る

春の建材問屋の展示会でも、制震工法の展示が
あった（写真は㈱キムラの展示会）

土台など横架材と接する制震ダンパーの粘弾性体が
横揺れに対して変形しながら衝撃を吸収する

い
る
。
大
地
震
に

対
し
て
「
倒
れ
な

い
強
い
家
」
か
ら

「
補
修
の
必
要
も

な
い
安
心
で
き
る

家
」
へ
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
は
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
を
変

え
て
き
て
い
る
。

　

特
集
後
半
で

は
、
一
般
に
販
売

さ
れ
て
い
る
制

タ
イ
プ
な
ど
合
計
３
製
品
を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
ア
イ
エ
ム

エ
ー
（
☎
０
３
・
５
５
６

５
・
５
１
６
０
）。

ー
ジ
が
少
な
く
な
る
よ
う

に
、
制
震
装
置
は
地
震
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ダ
ン
パ
ー
で
吸

収
す
る
た
め
、
構
造
躯
体
の

変
形
量
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
、
建
物
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
が
少
な
く
な
る
。
つ
ま

り
、
地
震
の
力
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
の
が
制
震
だ
。

　

免
震
…
地
震
の
強
大
な
力

を
躯
体
に
伝
え
な
い
技
術
。

住
宅
の
基
礎
部
分
と
木
造
部

分
の
間
に
設
置
し
た
免
震
装

置
が
地
震
の
揺
れ
の
周
期
を

長
く
し
て
建
物
に
伝
わ
る
地

震
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
小
さ
く
す

る
。
制
震
で
は
い
っ
た
ん
木

造
躯
体
に
受
け
た
地
震
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
が
、
免

震
は
躯
体
に
伝
わ
る
前
に
小

さ
く
す
る
た
め
、
免
震
装
置

の
方
が
制
震
装
置
よ
り
も
効

果
が
高
い
と
さ
れ
る
。
半

面
、
設
置
費
用
は
免
震
装
置

が
一
ケ
タ
高
額
で
、
地
盤
面

や
積
雪
地
の
対
応
な
ど
で
設

置
条
件
に
制
約
が
あ
る
。

粘弾性体
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Ｔ
Ｈ
Ｋ
㈱
は
、
同
社
が
世

界
で
初
め
て
開
発
し
、
工
作

機
械
や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で

使
わ
れ
て
い
る
直
動
シ
ス
テ

ム
「
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
」
や
、

　

一
昨
年
の
こ
と
、
大
手
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
幅
を
利
か

せ
る
札
幌
の
市
場
で
は
、
何

か
差
別
化
で
き
る
武
器
が
必

要
だ
と
目
を
付
け
た
の
が
制

震
・
免
震
工
法
。
当
初
は
免

震
工
法
の
導
入
を
考
え
て
い

た
が
、
初
期
費
用
が
か
さ
む

た
め
採
用
を
諦
め
、
当
時
話

題
に
な
り
始
め
た
制
震
の
Ｇ

Ｖ
Ａ
工
法
に
興
味
を
持
ち
、

採
用
し
た
。
当
社
で
は
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
全
て
の
戸
建

住
宅
に
設
定
可
能
だ
。

　

施
工
は
、
軸
組
パ
ネ
ル
に

現
場
で
大
工
が
取
り
付
け
る

が
、
１
日
２
日
で
終
了
す
る

の
で
工
期
へ
の
影
響
も
ほ
と

ん
ど
な
い
。
平
均
的
な
２
階

建
て
の
住
宅
な
ら
取
付
場
所

も
８
ヵ
所
ほ
ど
で
済
み
、
お

客
さ
ま
へ
は
80
〜
１
０
０
万

円
程
度
の
オ
プ
シ
ョ
ン
価
格

で
提
供
し
て
い
る
。

　

当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

工
法
説
明
を
載
せ
た
と
こ

ユ
ー
ザ
ー
事
例

�
�
�
�
�
問
�
合
�
�

�
国
木
�
�
��

札
幌
営
業
所�

長
峰
智
広
氏

国木ハウスが初めてGVA工法を施工したときの
現場

　

江
戸
川
木
材
㈱
と
㈱
日
立

製
作
所
が
共
同
開
発
し
た
制

震
工
法
で
、
建
材
卸
の
高
島

㈱
が
販
売
し
て
い
る
。
オ
イ

ル
ダ
ン
パ
ー
技
術
を
初
め
て

木
造
戸
建
住
宅
の
制
震
に
応

用
し
た
。
制
震
合
板
パ
ネ
ル

２
枚
の
間
に
オ
イ
ル
ダ
ン
パ

ー
内
蔵
の
減
震
装
置
「
減
震

く
ん
」
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お

り
、
地
震
の
左
右
の
揺
れ
を

オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
で
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
放
出

し
、
揺
れ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
し
く
み
。

　

日
立
製
作
所
で
は
、
採
用

予
定
の
住
宅
の
平
面
図
や
矩

計
図
と
建
物
仕
様
か
ら
、
制

震
装
置
の
推
奨
設
置
本
数
や

設
置
し
た
場
合
の
制
震
効
果

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
低
価
格
で
行
っ
て
い
る
。

「
効
果
が
わ
か
り
に
く
い
」

と
い
う
施
主
に
は
、
こ
う
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
が

で
き
る
。

　

道
内
で
は
、
道
北
振
興
㈱

が
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
採
用
す

る
な
ど
、
実
績
も
徐
々
に
増

え
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
高
島
（
☎

０
１
１
・
２
４
１
・
２
４
５

６
）。

　

建
築
金
物
で
知
ら
れ
る
㈱

タ
ツ
ミ
が
製
造
し
、
㈱
キ
ム

ラ
が
こ
の
春
か
ら
発
売
し
た

新
製
品
。
片
筋
か
い
形
状

で
、
大
型
建
築
物
の
制
震
・

免
震
で
実
績
の
あ
る
オ
イ
レ

ス
工
業
㈱
製
の
摩
擦
ダ
ン
パ

ー
を
採
用
し
、
揺
れ
で
変
形

し
始
め
た
軸
組
を
ダ
ン
パ
ー

の
摩
擦
力
で
受
け
止
め
て
変

形
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
。

　

タ
ツ
ミ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
と
、
剛
太
を
施

工
す
る
こ
と
で
建
物
の
変
形

量
（
層
間
変
位
）
を
約
60
％

に
抑
え
る
と
い
う
。
２
階
建

て
な
ら
施
工
は
１
階
の
み
で

良
く
、
Ｘ
Ｙ
方
向
そ
れ
ぞ
れ

に
偶
数
個
、
合
計
で
４
個
以

上
設
置
す
る
。
延
床
面
積
40

坪
程
度
の
戸
建
住
宅
な
ら
４

箇
所
設
置
で
良
い
。
こ
の
場

合
設
置
場
所
な
ど
に
つ
い

て
、
同
社
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
ら
れ
る
。

　

制
震
ブ
レ
ー
ス
の
工
務
店

入
り
価
格
は
４
個
で
約
12
万

円
。
施
工
は
、
筋
か
い
を
固

定
す
る
よ
う
に
ビ
ス
止
め
す

る
だ
け
な
の
で
、
通
常
の
大

工
仕
事
と
し
て
手
間
賃
を
別

途
考
え
な
く
て
も
良
い
の
で

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
抑
え
る
こ

■
制
震

�
�
�
�
�
�

�
�
制
震
工
法

高
島

■
制
震

制
震
�
�
�

�〝
剛
太
〞�

�
�

２
２
３
）。

　

オ
イ
レ
ス
工
業
㈱
が
開
発

し
た
こ
の
構
法
は
、
外
見
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ビ
ル
な

ど
に
使
わ
れ
る
免
震
装
置
に

似
て
い
る
が
、
軽
量
な
戸
建

住
宅
用
に
新
た
に
開
発
さ
れ

た
免
震
装
置
「
Ｆ
Ｐ
Ｓ‒

Ｈ

Ｐ
」
を
採
用
、
免
震
に
必
要

な
「
支
承
」、「
復
元
」、「
減

衰
」
の
３
機
能
を
１
つ
の
部

材
で
実
現
し
て
い
る
た
め
、

構
造
が
シ
ン
プ
ル
で
施
工
性

も
良
い
。
道
内
で
は
、
ニ
セ

GHハイブリッド工法は、オイルダンパーが左右の揺れ
を吸収する

上図…THKの住宅用免震シ
ステム。同社の汎用製品
LMガイドやRDTを使用し
た免震基礎が最下部に来る
下図…オイレス工業は道内
で免震工法の施工実績があ
る

剛太は筋かい設置と同等の手間
で施工できる

「
粘
性
減
衰
装
置
Ｒ
Ｄ
Ｔ
」

な
ど
の
技
術
を
採
用
し
た
免

震
基
礎
（
ベ
タ
基
礎
）
に
よ

る
免
震
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
免
震
工
法
は
中

高
層
住
宅
な
ど
の
重
量
の
あ

る
建
物
用
に
開
発
さ
れ
て
い

た
た
め
、
軽
量
な
戸
建
住
宅

向
き
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
専
用
の
免
震
基
礎
を
開
発

し
た
。
道
内
の
採
用
事
例
は

ま
だ
だ
が
、
本
州
で
は
愛
知

県
、
静
岡
県
な
ど
大
地
震
へ

の
不
安
が
大
き
い
地
域
な
ど

で
採
用
事
例
が
増
え
て
い

る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
Ｔ
Ｈ
Ｋ

（
☎
０
３
・
５
７
３
５
・
０

●
免
震

�
�
�

免
震
構
法

�
�
�
�
工
業

ろ
、「
詳
し
い
説
明
が
欲
し

い
」
と
営
業
所
に
訪
れ
て
契

約
に
至
っ
た
お
客
さ
ま
も
い

る
。
年
間
の
施
工
棟
数
は
３

〜
４
棟
ぐ
ら
い
だ
が
、
採
用

に
至
ら
な
く
て
も
話
題
づ
く

り
な
ど
営
業
面
で
役
立
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。

コ
で
採
用
事
例
が
あ
る
。

　

な
お
、
免
震
構
法
を
採
用

し
た
場
合
、
汚
水
や
下
水
配

管
は
免
震
装
置
作
動
時
に
躯

体
が
水
平
に
動
く
こ
と
を
考

慮
し
、
ジ
ャ
バ
ラ
管
や
ゴ
ム

配
管
継
手
で
接
続
部
が
切
れ

な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
が
必

要
と
な
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
オ
イ
レ
ス

工
業
（
☎
０
３
・
３
５
７

８
・
７
９
３
１
）。

と
が
で
き

る
。

　

問
い
合

わ
せ
・
キ

ム
ラ
（
☎

０
１
１
・

７
４
２
・

３
１
７

３
）。

●
免
震

免
震
住
宅

�
�
�
�

�
�
�


